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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ

にっぽんスズメ散歩
ポンプラボ　編

鳥類学者だからって、鳥が
好きだと思うなよ。
川上和人　著

問 図書館 ☎ 029-897-0647

ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日： 月曜日（祝日の場合はその翌日）、
　　　　　図書整理日
◎お話会：5 月 11 日土午前 10 時 30 分から

　4 月は旧暦で「卯
う づ き

月」といいますが、他にも「卯
う

の花
はなづき

月」「鳥
とりまちづき

待月」「麦
ばくしゅう

秋」 
「清

せ い わ

和」など、たくさんの異称があります。中でも「鳥待月」の「鳥」は、春に
日本に渡ってくる代表的な鳥「時

ホトトギス

鳥」を指しています。昔の人々は、時鳥の初
は つ ね

音
を心待ちにしていたのでしょう。今月は「鳥」関連の本をご紹介します。

鳥類学者だからって、鳥が好きだと 
思うなよ。
　「鳥類学者」というタイトルから、
地道に静かに学術的探究にいそしんで
いる…というイメージを浮かべてしま
うかもしれません。しかし、この本の
著者は違います。
　鳥のためには、とんでもない秘境に
赴
おもむ

き、大冒険の現地調査の数々をこな
し、それを笑いのツボ満
載の文章で情熱的かつ
大真面目に報告してい
ます。鳥が好きでない人
も充分に楽しめる、面白
くてためになる本です。

にっぽんスズメ散歩
　「舌切り雀」「雀の学校」など数多く
の民話や童謡に登場し、昔から私たち
になじみ深い鳥であるスズメ。そんな
スズメを５人の野鳥写真家が各地で撮
影し、魅力満載の集合本にまとめてい
ます。スズメのかわいい仕草や何かを
じっと見ている愛くるしい目など、見
ているだけで癒されます。
　最後に、近年スズメ
の数が減少しているこ
とにふれています。読
めばきっと、スズメを
大切に見守っていきた
いと感じるでしょう。 カンゼン 新潮社

図書館千代田分館の休館について
　図書館千代田分館（千代田公民館内）は
3 月 31 日をもって休館し、５月に開館予
定の「千代田コミュニティセンター（旧志
筑小学校）」に移転します。　
　コミュニティセンターが開館
するまでは、図書館本館（あじ
さい館内）をご利用ください。

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。5月8日水までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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「総合型地域
スポーツクラブ」に
参加しませんか？

種
　
目

スポーツ広場、硬式テニス、太極拳、
ピンポン、フットサル、よさこいソーラン、
軽音楽、社交ダンス、ウォーキング、
グラウンド・ゴルフ、英会話広場、
スポーツ鬼ごっこ、スポーツ吹矢

連
絡
先

KSC なかよしクラブ
　☎ 090-2417-8502（大和）

KSC エンジョイスポーツ 
　☎ 090-2420-7846（高田）▲詳細

問 スポーツ振興課  
☎ 029-898-9907

千代田義務教育学校  ～運動部活動を紹介～

歴
史
に
ふ
れ
る

市内の
地名伝説

今月は、「市民学芸員の
会」の会長を務めている
深
ふ か い

井征
せいいちろう

一郎さんが、市内
の地名について話してく
れました。

　この他にも、宍倉・牛渡・志筑・清水・雪入など
の地名にも面白い由来や言い伝えがあります。図書
館で「出島村史」や「千代田村の民俗」を読んで、
お住まいの地域の地名を調べてみると、歴史や文化
が身近に感じられるでしょう。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017
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総合型地域スポーツクラブスタッフのコラム ／ KSC なかよしクラブ 松
まつくら

庫義
よしひろ

弘さん寄稿

歩崎観音と「歩崎」の由来

　古墳時代の初め頃、日
やまとたけるのみこと

本武尊（日本古代史上の伝
説的英雄）が東国を巡りました。房総半島より常陸
国へ進み、当時広大な内海であった霞ヶ浦から、入
り江となっていた荒

あらはりがわ

張川（現在の天の川）へと船を
入れ、現在の下稲吉香取神社のあたりに上陸しまし
た。従者は、周辺から稲わらを集め、長い舟旅で疲
れた日本武尊が休むための寝床を作りました。身を
横たえた日本武尊は、「これはよい稲だ。寝心地が
よい」と言ったそうです。このことから「稲吉」と
いう地名が誕生しました。

日本武尊伝承と「稲吉」の由来

　運動部活動は、学校教育活動の一環として行われ
ており、スポーツに興味と関心をもつ生徒によって
自主的に組織されています。より高い水準の技能や
記録に挑戦する中で、スポーツの楽しさや喜びを味
わい、豊かな学校生活を経験する活動です。
　今回は、２年前に開校した千代田義務教育学校の
運動部活動をご紹介します。競技は、①ソフトテニ
ス②ハンドボール③バスケットボール④バレーボー
ル⑤卓球⑥剣道⑦ゴルフがあります。活動は、7 年
生から９年生を中心に、5 年生と 6 年生が練習（平
日のみ）に参加できる体制となっています。この体
制により、上級生が下級生を教えるなど交流する機
会が増え、社会性を身に付けることができます。
　千代田義務教育学校は、昨年度、県内では珍しい

「ゴルフ部」を新設し、３
人の生徒が入部しました。
少子化の影響で、野球部が
休部するなど団体競技の活
動が厳しくなる中、個人競
技でもスポーツ振興を図る目的で創設し環境を整え
ています。また、今後の部活動のあり方ついて、部
活動顧問の先生に聞いたところ「指導者や顧問は、
現状では先生方が担当しています。これからは、部
活に籍を置きながら外部のクラブにも所属し、練習
を重ねていくような選択肢も部員たちに提供してい
きたい」と話していました。部活動の地域移行を進
めながら、子どもたちが楽しくスポーツできるよう
に応援していきましょう。

▲ 歩崎観音の本堂 ▲ 下稲吉香取神社の拝殿

　歩崎観音に関する書物「略
りゃくえんぎ

縁起」には、次のよう
な伝説が記載されています。
　『ある時、霞ヶ浦の三

みつまたおき

又沖で商船が悪風に遭い、
転覆してしまいました。絶体絶命の危機を迎えた船
主は、「南無観世音大菩薩」と唱えました。すると、
陸のほうから、たいまつを持った観音様が水上を歩
いてきて、船を陸に運んでくれました。往来の船に
難事がないのは、ひとえに観音菩薩のご加護のおか
げなのです』
　この伝説によると、観音様が水面を歩いて助けに
来てくれたことから、この土地が「歩崎」と呼ばれ
るようになったとのことです。

青見

16 17


